
さいたま市立内谷中学校

〒336-0034 さいたま市南区内谷6-10-1 ℡ 048-861-7571
さわやか相談室 ℡ 048-865-7573         https://uchiya-j.saitama-city.ed.jp

心と声を重ねて～手渡される「明日」へのバトン

校長 瀧山 聡美

朝夕の風にほんのりと秋の気配が感じられる季節となりました。まだ残暑の厳しい日もありま

すが、校舎には生徒たちの賑やかな声が戻り、いよいよ実り多き２学期の始まりを実感しており

ます。この夏休み中には、熊本での地震や千葉県を中心とした記録的な集中豪雨など、各地で自

然災害が相次ぎました。被災された皆様に心よりお見舞い申し上げますとともに、当たり前のよ

うに過ぎていく日々の尊さと、一人ひとりが持つ命の愛おしさを改めて深くかみしめております。

さて、２学期の始まりとともに、生徒会行事として「部活動壮行会」が行われました。新部長

が見せた決意あふれる表情と、それを温かい眼差しで受け止め、エールを送る３年生の姿に深く

胸を打たれました。先輩から後輩へと、誇りと情熱のこもった素晴らしいバトンが手渡された時

間となりました。また、９月11日には合唱祭が開催されます。仲間と何度も声を重ね、互いの息

づかいを感じながら一つのハーモニーを創り上げる経験は、生徒たちの心に豊かな彩りを添えて

くれることでしょう。当日は、自分らしく輝く生徒たちの笑顔と歌声に出会えることを、今から

心待ちにしています。そして今学期も、学校行事や部活動などを通して、仲間とともに「挑戦」

のバトンをつなぎながら、一人ひとりが大きく成長してくれることを願っています。

生徒たちが生き生きと学校生活を送る姿を見つめるたびに、教師として、一見当たり前のよう

に感じられる日常の尊さ、そしてその日常を安全に守り抜くことの重みを痛感します。本市では、

平成23年9月に当時小学6年生だった桐田明日香さんの尊い命が失われるという、大変悲しい事

故がありました。明日香さんが残してくれた大きな教訓から、命を守る仕組みである「ASUKA

モデル」が生まれ、本市では９月30日を「明日（あす）も進む いのちの日」と定めております。

「迷わず行動する」「大切な命を何としても守る」という決意のもと、本校におきましても、命

を守る体制の点検と充実に、引き続き誠心誠意取り組んでまいります。

私たち教職員は、一人ひとりの子どもたちが、周囲のたくさんの愛情や温かな思いに包まれな

がら、「今」という時を歩んでいることを実感してほしいと願っています。そして、「ありのま

まの自分を大切にすること」、「仲間や周りの人々をありのまま認め、支え合うこと」、それこ

そが、今日から明日へとつながる大切なバトンパスになるのだと考えています。互いの心と声を

重ねながら、今日から明日へ、命と希望のバトンをつないでいってくれることを願っています。

保護者の皆様、地域の皆様におかれましても、子どもたちの歩む姿をどうか温かな眼差しで見

守っていただければ幸いです。今学期も本校の教育活動へのご理解とご協力を、よろしくお願い

申し上げます。
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